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年度 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年
1898  78  74  56 43 40
1899  99  68  55 48 34
1900 126  86  64 54 38
1901 138  95  61 57 52
1902  95 124  77 50 54
1903  87  83 103 62 49
1904  95  76  77 83 55
1905 102  90  70 65 77
1906 103  86  74 60 54 57％ （卒業率）










































































































































































































































































































月には，福井紡織株式会社を合併し，福井工場としている（同上，年表，29 ― 34ページ）。 
 　第一次大戦期の海外市場の拡大に対応して，服部商店は，紡績・織布兼営の主戦場に進出する
とともに，その規模を拡大させたのであった。同社の中国への綿布輸出は，日本全体の6 ― 7％を
占めたという（興和紡績・興和，1994年『興和百年史』43ページ）。この拡大期の1915年4月に
石田退三は入社し，同年10月以降，上海，香港と駐在し，1918年6月に帰国している。「最大の
仕向地」中国で，服部商店の「海外市場開拓を担う」こととなった（同上，41ページ）。 
 　大戦ブームとその破綻については，「第一次大戦期のブーム，休戦反動［1918年秋―19年春］，
戦後ブーム，1920年恐慌という一連の景気変動の最終局面」が1920年恐慌であったという点が
留意を要する。特に「戦後ブームは投資需要の拡大が本格化して輸入を激増させたこと，軍需関
連部門の後退によって景気上昇をリードする主軸部門が民需部門へ転換したこと，経済拡大の主
因が輸出から内需に変わったことなどの点で大戦ブームとは性格が異なっていた」ことであった
（武田晴人，1993年「1920年恐慌は大正バブルの帰結」『エコノミスト　創立70周年〔臨時増刊
号〕戦後日本経済史』1993年5月17日発行，毎日新聞社，41ページ）。かくして，「日本国内で
は大戦後に消費景気が起こり，8年秋から翌9年にかけ先行きを楽観視した熱狂的な投機が生じ，
繊維製品の市場価格は軒並み奔騰した。綿糸価格を例にとれば，大正3年末の底値を基準とする
と，9年初頭には7.5倍に跳ね上がっている。ところが，9年3月になると株価が暴落，4月には
恐慌状態を引き起こし」「中でも繊維産業が受けたダメージは深刻で，綿糸布の市場価格は下げ
止まるところを知らず，各地で紡績会社などの破綻が相次いだ」のであった（トヨタグループ史
編纂委員会，2005年『絆　豊田業団からトヨタグループへ』11ページ）。 
 　服部商店を含む名古屋地方の「輸出織物」の推移について見れば（〔　〕は前年の1919年），
1920年 1月，3,208,159円〔3,536,502円〕，2月，2,949,685円〔2,632,680円〕，3月，3,484,233円
〔2,568,144円〕，4月，3,499,631円〔3,992,201円〕，5月，1,529,458円〔4,050,746円〕であった。
1919年の4月，5月の輸出拡大が，1920年の初めにやや減退気味となるが，5月になると急減す
る（名古屋市，2009年『新修名古屋市史　資料編　近代2』309 ― 310ページ）。武田晴人氏が指摘
するように，「政府・日銀では，4月初めまでの市場の動揺を投機の崩壊による経済の健全化の
進展とみなし……当初は，恐慌が襲来したという予感は小さかったのである……しかし，投機の
崩壊の影響は大きく，6月ごろからアメリカなどの景気後退が明確化すると，恐慌状態は一層深
刻なもの」となったのであった（武田晴人，1993年，前掲書，43ページ）。 
 　服部兼三郎の行動について見れば，服部兼三郎は先物買い，現物売りで定期相場に臨む一方，
取引所における正規の清算取引とは別に，証拠金を要しない仲間間の先物取引にも強気で取り組
んだという。そこでは，「先物約定残が膨大なものとなり」「綿糸相場も徐々に値を下げていった
のである」。「市況暴落で日々莫大な差損が生じる」。「仲間取引においても受渡に伴う代金決済は
齟齬をきたし，入金が滞る」ようになったという（興和紡績・興和，1994年『興和百年史』55 ―
 56ページ）。その破綻は避けられないものとなった。以上の背景には，服部商店を含む，名古屋
の綿布商について「綿布商の取引は一時に10万円以上の大金を要するのみならず，その性質が
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投機的で頗る危険性を帯んでいるところからして，名古屋の本店銀行では大事を取って綿糸商と
は余り取引しない」という歴史的な事情があり（興和紡績・興和，1994年『興和百年史』43ページ），
さらに「当時は服部商店に限らず繊維商社マンが個人で相場を張るのは，さして珍しいことでは
なかった」ことがあった（同上，79ページ）。 
 　これに対して，服部兼三郎亡き後，1920年6月に専務取締役に就任した三輪常次郎は，服部兼
三郎の時代の役員を一新し（同上，78ページ），明治銀行との取引関係を再構築し，製造部門を
経営の柱とする経営刷新を推し進める（同上，67ページ）。その経緯については「第二十期営業
報告書1922年9月30日」でみれば，「当期間ヲ通シ棉業界ハ概ネ沈静，低迷ノ域ヲ脱セス，而モ
当社ハ前期以来工場ノ拡張又ハー部改造ノ為尠カラサル資金ヲ固定シタルノミナラス，一般物価
就中生活必需品ノ市価著シク低落セサル為，生産費ノ大部分ヲ占ムル人件費ヲ低下スル能ハス，
従テ工場経営ニ依ル利益ヲ捻出スルコトー段ノ苦心アリタリ」（愛知県，2004年『愛知県史　資
料編29　工業1』175 ― 176ページ）。とはいえ，第一次大戦期に急増した工場の資産が再建資金の
調達の担保となったことも事実であった（興和紡績・興和，1994年『興和百年史』66ページ）。
この後の1928年に三輪常次郎は日本輸出綿織物工業組合聯合会の初代理事長に就任する（同上，
年表）。その背景には，再建された服部商店の主力工場であった熱田工場は，名古屋市内の綿糸
紡績工場である日清紡績名古屋工場（従業員数，3,146人），近藤紡績所（2,583人），愛知織物（2,424
人），豊田紡織（2,127人），名古屋紡績（1,614人）と並ぶ規模の1,624人の従業員数であり（1925年）
（愛知県，2004年『愛知県史　資料編29　工業1』202 ― 203ページ），この後，熱田工場が1933年
には2,389人へと増加するというように規模拡大を遂げていたことがあった（愛知県警察部工場
課，1933年『愛知県工場要覧』1933年8月，71ページ）。なお，服部商店の大正時代の「人と風
土」については，「商家風の古いしきたり」が残る丁稚制度や，他方での服部兼三郎の「思い切っ
た人材登用，大胆な能力主義人事」が指摘される一方，余暇についても，社内運動会や慰安旅行
が盛大に行われていたことが伝えられているように，同社は家族主義的でもあった（興和紡績・
興和，1994年『興和百年史』47 ― 51ページ）。同社の中心工場である熱田工場も例外ではなかっ
たようである（写真5，参照）。 
 　石田退三は，服部商店の経営的な安定と共に，1927年に豊田紡織に移籍する。投機的な綿布
商であった服部兼三郎と，製造部門を基盤とし「生産，販売共ニ只管堅実ヲ旨トシタル」三輪常
次郎（愛知県，2004年『愛知県史　資料編29　工業1』176ページ）という二つの経営・事業モ
デルを見たのが，服部商店時代の石田退三であった。 
 　本稿の作成にあたり，澤田光雄氏，常滑市立小鈴谷小学校校長磯村充利氏，滋賀県立彦根
東高等学校元教諭寺村銀一郎氏，滋賀県立彦根東高等学校教諭坂本秀誠氏に大変お世話にな
りました。お礼を申し上げます。 
 
人物石田退三論
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写真5　株式会社服部商店熱田工場運動場全景（絵はがき）
出所：『株式会社服部商店熱田工場運動会』（絵はがき，年次不詳）。
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